
「人を対象とする行動学系研究」審査種別チャート

START

Q2-1
申請が任意である研究のうち、以下に該当する研究である

【申請が任意である研究】
研究倫理審査部会内規第３条による申請

□軽微な侵襲を超えず、介入を行わない研究である
一般的な調査、観察、インタビューのみを用いた研究の多くは、
「介入あり」とは判断されません。
※1 軽微な侵襲を超えず、介入を行わない研究」の定義について
は、「人を対象とする行動学系研究」の倫理審査申請にあたって
（１９）を参照ください。

はい

はい

いいえ

いいえ

いいえ

【迅速審査】※２
研究倫理審査部会内規第８条第２項
もしくは第３項による申請

はい
□申請者（研究責任者）もしくは指導教員が退職・修了
等により本学に在籍しなくなった場合の変更申請である

【迅速審査】※２
研究倫理審査部会
内規第６条第３項による申請

はい

【既存データの分析研究】
研究倫理審査部会
内規第４条による申請

「人を対象とする行動学系研究」の倫理審査申請にあたって」（一部抜粋）
(19)軽微な侵襲を超えず、介入を行わない研究（※）、または承認された申請に係る軽微な変更で対象者のリスクが上昇しな
いものについては、迅速審査を希望することができます。迅速審査を希望される場合、申請書の該当欄にチェックのうえ申請
してください。
※「軽微な侵襲」とは、研究参加によって対象者の身体や精神に確定的に生じる危害のうち、より侵襲の程度が小さいもの

を指します。例えば、心的外傷に触れる質問により対象者が精神的苦痛を生じることが予想されるが、対象者にそのような質
問が含まれることをあらかじめ知らせ、回答を拒否する自由が十分に保障されている質問紙調査などは「軽微な侵襲」に含ま
れます。「軽微な侵襲を超える侵襲」とみなされる研究の例としては、心的外傷に触れる質問によって対象者が精神的苦痛を
生じることが確定的であり、回答を拒否する機会を十分に設けることが困難な質問紙調査や、意図的に緊張や不安などを与え
て精神の恒常性を乱す研究が該当します。
「介入」とは、人の健康に関する事象に影響を与える要因を制御することです。例えば、休職中の労働者を対象とする研究で、
心理療法を受ける群と受けない群に対象者をランダムに割り付ける場合は、「介入あり」と判断されます。また、対照群を設
けずに介入群のみを設ける場合も含まれます。
一般的な調査、観察、インタビューのみを用いた研究の多くは、「介入あり」とは判断されません。
迅速審査においても研究を承認するまでの手順は同じため、おおよそ最短で４週間を要します。
審査期間を短縮するために設定されているものではありません。

Q1
以下のいずれかに該当する研究である
□対象者の拘束時間や期間が長い
□強い不快感を与える器具の装着や強い精神的身体的影響がある
□教示に隠蔽・虚偽があり事後承諾が得られない可能性がある
□その他、倫理的に重大な問題を含む

【申請が必須である研究】
研究倫理審査部会
内規第２条による申請

Q3.
Q1、Q2に該当しない申請のうち、以下のいずれかに該当する
研究である
□研究者自身の日常の教育・実践活動において得られた既存データ
のみ用いる
□一般に公開されているか、正当な手続きにより取得したデータ
のみ用いる

□承認された申請に係る軽微な変更等で対象者のリスク
が上昇しない

はい
承認された申請のうち、以下に該当する変更の申請である

いいえ
Q2-2

※１

※２
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